
日
本
人
を
名
乗
る
我
々
と
は
、

い
っ
た
い
何
者
な
の
か
？

混
乱
の
今
、

こ
れ
は
切
実
な
問
い
で
あ
る
。

答
え
を
求
め
て
文
学
に
向
か
お
う
。

池
澤
夏
樹

池
澤
夏
樹
＝
個
人
編
集

河
出
書
房
新
社
　
創
業
１
３
０
周
年
　
記
念
企
画

日
本
文
学
全
集

●池澤夏樹による個人編集
世界文学全集に引き続き、作家・詩人の池澤夏樹が“世界文学の中の日本文学”と位置付け、時代の変革期である今こそ

読みたい作品を、独自の視点で古典から現代まで全30巻にわたって厳選しました。

●古典名作を第一線の作家による新訳で
『古事記』（池澤夏樹訳）、『源氏物語』（角田光代訳）から『たけくらべ』（川上未映子訳）まで、不朽の古典作品を第一線の

現代作家による新訳で甦らせます。古典新訳を収録する約50年ぶりの日本文学全集となります。

●斬新な巻立てと魅力ある作品構成の近現代
「『日本人とは何か？』『私は誰か？』を問う素材としての文学」という視点から作品を選び抜き、各作家の巻に加えて、民

俗学と文学をテーマにした「南方熊楠／柳田國男／折口信夫／宮本常一」、日本語の多様性を提示する「日本語のため

に」など斬新な巻立てが特徴です。また作家の巻は、小説だけでなく、エッセイ、評論も収録した魅力的な作品構成です。

●全作品解説を池澤夏樹が執筆
各巻、全作品の解説を池澤夏樹が執筆します。古典には専門家による作品解題、近現代には年譜を付け、各巻月報には

作家、評論家などの書き下ろしエッセイを掲載します。

●読みやすさを追求
１段組みを基本とし、文字の大きさや書体に工夫

をこらしました。また、従来の日本文学全集より多

くふり仮名を入れ、読みやすさを追求しました。

●美しい日本の伝統色の装幀
カバーは６色の色展開で、帯は各巻にふさ

わしいイラストや写真で装いました。

『古事記』第49回造本装幀コンクール
日本書籍出版協会理事長賞受賞

一
九
四
五
年
生
ま
れ
。
作
家
・
詩
人
。
八
八
年
『
ス
テ
ィ
ル
・
ラ

イ
フ
』
で
芥
川
賞
、
九
三
年
『
マ
シ
ア
ス
・
ギ
リ
の
失
脚
』
で
谷

崎
潤
一
郎
賞
、
二
〇
一
〇
年
「
池
澤
夏
樹
＝
個
人
編
集
　
世
界
文

学
全
集
」
で
毎
日
出
版
文
化
賞
、
一
一
年
朝
日
賞
、
ほ
か
多
数
受

賞
。
他
に
『
カ
デ
ナ
』『
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
』
な
ど
。

◎
推
薦
の
こ
と
ば

河出書房新社 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷2-32-2
Tel：03-3404-1201　Fax：03-3404-6386　http://www.kawade.co.jp/

古典から現代まで網羅する
新しい日本文学全集、誕生！

［第Ⅰ期］全12巻・完結　
［第Ⅱ期］ 全12巻・完結　
［第Ⅲ期］ 全 6巻（2017年3月～2018年12月予定）

お申し込み書

お申し込み日　　　年　　月　　日　  ご担当　　　　 様

河出書房新社特約店

池澤夏樹＝個人編集 日本文学全集 全30巻

第１回配本より全巻お申し込み

お名前 お電話番号

希望巻のみお申し込み
※巻数をご記入ください

第　     回配本より全巻お申し込み

●体裁＝四六寸伸判／上製カバー装／各巻平均500頁／挟み込み月報付　　 ●装幀＝佐々木暁

面
白
く
、
自
然
に

　
　
大
江
健
三
郎

O
e Kenzaburo

　
こ
の
全
集
は
半
分
近
く
、
近
代
（
漱
石
に
始
ま
る
）
よ
り
前
の
日
本
文
学
を
、

翻
訳
で
お
さ
め
て
い
る
。
最
初
の
翻
訳
者
は
『
古
事
記
』
の
面
白
さ
を
生
か
す

最
良
の
人
、
池
澤
夏
樹
さ
ん
で
、『
源
氏
物
語
』
は
じ
め
、
実
力
派
の
小
説
家
た

ち
が
力
を
そ
そ
い
で
い
る
。
近
代
以
降
の
文
学
も
、
多
様
に
選
ば
れ
て
い
て
、

そ
の
後
を
、
先
の
翻
訳
者
た
ち
が
継
い
で
ゆ
く
こ
と
も
は
っ
き
り
わ
か
る
。

　
読
者
は
、
翻
訳
の
面
白
さ
を
楽
し
み
、
自
然
に
日
本
語
の
文
学
の
全
体
と
向

か
い
あ
う
。

感
動
を
ど
れ
ほ
ど

味
わ
わ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う

　
　
阿
川
佐
和
子

Agaw
a Saw

ako

　
あ
る
と
き
私
は
知
っ
た
。
百
人
一
首
に
あ
る
「
あ
ひ
み
て
の
　
の
ち
の
心
に

く
ら
ぶ
れ
ば
　
昔
は
も
の
を
思
は
ざ
り
け
り
」
の
意
味
は
つ
ま
り
、「
一
度
セ
ッ

ク
ス
し
ち
ゃ
っ
た
ら
、
そ
れ
以
前
の
恋
す
る
思
い
な
ん
て
、
な
ん
に
も
考
え
て

い
な
か
っ
た
の
と
同
じ
だ
わ
」
と
い
う
こ
と
だ
と
。
な
ん
だ
、
今
の
時
代
の
恋

心
と
ち
っ
と
も
変
わ
ら
な
い
ん
だ
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
瞬
間
、
千
年
を
隔

て
た
平
安
時
代
が
た
ち
ま
ち
身
近
に
な
り
、
頭
の
中
で
十
二
単
を
着
て
い
る
お

姫
様
が
い
き
い
き
と
動
き
出
し
た
。

　
こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
る
日
本
文
学
全
集
は
、
そ
う
い
う
感
動
を
ど
れ
ほ
ど
味

わ
わ
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
楽
し
み
で
あ
る
。

　
日
本
人
を
名
乗
る
我
々
と
は
、
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
？

　
混
乱
の
今
、
こ
れ
は
切
実
な
問
い
で
あ
る
。

　
答
え
を
求
め
て
文
学
に
向
か
お
う
。

　
こ
の
島
々
で
、
我
々
の
祖
先
た
ち
は
千
三
百
年
に
亘
っ
て
日
本
語
と

い
う
一
つ
の
言
語
を
使
っ
て
文
学
を
営
ん
で
き
た
（
世
界
で
も
稀
な
こ

と
だ
）。

　
古
代
に
中
国
文
明
と
出
会
っ
て
文
字
を
借
り
、
日
本
語
の
表
記
法
を

編
み
出
し
た
。
十
九
世
紀
に
は
西
欧
と
出
会
っ
て
近
代
的
な
手
法
を
身

に
着
け
た
。
そ
れ
か
ら
の
百
五
十
年
で
社
会
は
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、

し
か
し
古
代
人
は
今
も
我
々
の
す
ぐ
隣
に
い
る
。

　
敢
え
て
言
う
が
、
日
本
文
学
が
日
本
人
の
特
異
な
性
格
と
思
想
を
作

っ
た
の
だ
。
例
え
ば
、
恋
と
い
う
テ
ー
マ
が
こ
れ
ほ
ど
大
事
に
さ
れ
る

文
学
は
他
に
は
な
か
っ
た
。
自
然
観
も
ま
た
同
じ
。

　
古
典
を
現
代
の
言
葉
に
訳
し
、
近
現
代
の
指
標
と
な
っ
た
作
品
を
選

ん
で
供
す
る
。
過
去
を
未
来
へ
つ
な
げ
る
回
路
を
用
意
し
た
い
と
思
う
。

日
本
文
学
全
集
宣
言

　
　
池
澤
夏
樹

Ikezaw
a N

atsuki

各巻本体：2,000～3,500円（税別）

全
30
巻

第一線の作家が訳す古典新訳、選び抜かれた近現代作品！


